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挨 拶 

 

副会長のご挨拶 

 

早川恭弘，田中豊，嶋村英彦 

 

一般社団法人日本フルードパワーシステム学会の 2020 年度総会が開催され，学会長として前期に引き続き

眞田一志先生が選出されました．また副会長には，前期から田中豊と嶋村英彦の続投に加え，早川恭弘が新

たに任命されました．私ども 3 名は副会長として，トロイカ体制で眞田会長を補佐しつつ，学会の運営に尽

力してまいりたいと考えております．副会長のご挨拶として所信を述べさせていただきます． 

当学会の 2020 年は，新型コロナウィルスの感染拡大やそれにともなう緊急事態宣言の発出など未曽有の危

機の中での船出となりました．世界中で多くの罹患者が出ており，ワクチンや特効薬がない状態が続いてい

ます． 

このような状況により，国際交流の活性化とフルードパワー研究者間の情報交換を目指し当学会の柱の事

業の一つとして進めてきた 2020 年 10 月開催予定の第 11 回 JFPS フルードパワー国際シンポジウム・函館は，

1 年延期による開催を余儀なくされ，来年同時期の 2021 年 10 月開催に変更となりました．また，今年の 6

月に韓国で開催予定だった日中韓共同ワークショップも 1 年延期となり，さらに，7 月に中国・上海で実施

される予定だった日中若手交流事業も中止となりました．以上の状況から，日本とアジアや欧米フルードパ

ワーコミュニティーとの交流に大きな支障が出ております．もちろんこうした国際学会や交流事業の中止や

延期は日本だけではありません．世界中でフルードパワーコミュニティーの交流に大きな支障が出ておりま

す．世界中がネット環境で結ばれている現在，遠隔地からのリモートによる会議の開催や参加は技術的には

可能です．しかし世界各地に足を運び，また多くの研究者や技術者が日本を訪れ，フェース to フェースで情

報交換する意義は大きいと思われます．一刻も早く，これまでどおりの交流が行える世界が来ることを願っ

ております． 

産学連携の事業に関しては，フルードパワー関連企業の皆様の企業活動にも大きな制約が出ておられるこ

とから，連携事業にも影響をおよぼしております．しかし，こうした危機的状況だからこそ，日本フルード

パワー工業会などと共同し，共同研究事業が拡大していくように支援を行っていく所存であります． 

当学会は 2020 年 3 月 13 日に創立 50 周年を迎えました．この記念すべき年を学会のさらなる発展の契機と

したいと考え，会員・賛助会員の皆様にご支援をお願いし，そして多くの方々からご賛同をいただきました．

しかしながら，予定していた 50 周年記念行事については規模を大幅に縮小して行うこととなり，皆様にお会

いして直接御礼を申し上げる事ができず申し訳ありません．多くのご支援に，この場をお借りして，厚く御

礼申し上げます．皆様からのご支援は学会の基盤の強化に役立てさせていただきたいと考えております．学

会のホームページは 5 月に大幅なリニューアルが行われ，記念出版事業も予定通り進んでおります．次の 10

年，20 年に向け，当学会が国内をはじめ海外におけるフルードパワー関連大学，研究所および業界とさまざ

まな形で協力し合うことが重要と考えております． 

当学会では，講演会やセミナー等さまざまな企画を通じて会員・賛助会員の方々の研究活動の支援を行っ

ております．こうした活動も現在中止や延期が続いておりますが，今後リモートでのセミナーを企画するな

ど，別の形でご満足をいただけるよう努力してまいります．特にきめ細かいフルードパワーに関連する研究

分野の探索や，その探索結果をもとにしたデータや情報の発信は，学会の大きな使命であることに変わりあ

りません．現状におけるピンチを契機と考え，こうした情報発信に積極的に取り組める情報基盤の整備をよ

り一層進めてまいります． 

新たに学から就任した 1 名と産学学の 3 名体制で役割を分担し，このコロナ危機の中で学会として何がで

きるかを熟慮断行し，皆様のお役に立てるよう尽力してまいります．ご理解ならびにご支援のほど，なにと

ぞよろしくお願い申し上げます． 
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